
の し ろ 市 議 会 だ よ り
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市 政 を 問 う市 政 を 問 う一 般 質 問

■質
21
項
目
に
及
ぶ
交
渉
分
野
に
つ
い
て
外
国
企
業
に
よ
る

医
療
や
公
共
工
事
へ
の
参
入
、
食
の
安
全
基
準
の
緩
和
、
安

い
物
品
の
流
入
増
加
に
よ
る
デ
フ
レ
の
加
速
化
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
が
破
壊
さ
れ
る
。

■答
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
の
関
連
産
業
等
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
国
か
ら
情
報
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
と
し
て
見

解
を
述
べ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り

大
多
数
の
農
家
が
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
大
き
な
影
響
が
予

測
さ
れ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
国
が
対
策
を
講
じ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
市
と
し
て
も
今
後
の
推
移
を
見
き
わ
め
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

■質
水
・
食
料
の
備
蓄
、
簡
易
ト
イ
レ
の
確
保
の
進
め
方
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
即
応
で
き
る
緊
急
用
の
電
源
、
通
信
設
備
の
確
保
は
。

■答
県
と
市
町
村
の
共
同
備
蓄
指
定
品
目
に
つ
い
て
市
で
は

７
６
０
人
分
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
不
足

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
今
後
市
独
自
の
備
蓄
品
も
含

め
て
計
画
的
に
充
実
、
更
新
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
今
年
度
、

避
難
所
に
必
要
最
低
限
の
電
源
確
保
の
た
め
小
中
学
校
に
小

型
発
電
機
を
配
備
し
、
衛
星
携
帯
電
話
を
４
台
購
入
す
る
な

ど
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
課
題

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
、市
産
業
へ
の
影
響
は

市
の
防
災
計
画
、防
災
体
制
の
緊
急
の
課
題
は

渡辺　芳勝
（市民の声）

■質
国
の
試
算
に
よ
る
と
次
期
介
護
保
険
料
は
、
平
均
月
額

が
現
在
の
４
，
１
６
０
円
か
ら
５
，
２
０
０
円
に
な
る
と
し

て
い
る
。
準
備
基
金
等
の
取
り
崩
し
で
被
保
険
者
の
負
担
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

■答
現
在
想
定
さ
れ
る
次
期
介
護
保
険
事
業
費
を
も
と
に
保

険
料
を
試
算
す
る
と
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
取
り
崩
し

や
財
政
安
定
化
基
金
の
交
付
金
を
入
れ
て
も
、
全
国
平
均
月

額
を
上
回
る
大
幅
な
引
き
上
げ
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
制

度
全
体
で
の
支
援
を
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
市
長
会
等
を
通
じ
て
制
度
の
改
善
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

■質
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
半
、
事
業
に
よ
る
県
内
経
済
波
及

効
果
は
７
８
０
億
円
、
補
助
交
付
額
の
23
・
６
倍
で
あ
る
。

知
事
が
「
来
年
度
も
実
施
」
と
継
続
表
明
し
て
い
る
が
、
本

市
の
事
業
継
続
の
考
え
は
。

■答
本
市
の
経
済
波
及
効
果
は
、
県
の
産
業
連
関
表
に
よ
る

と
49
億
８
０
０
万
円
、
補
助
金
額
に
対
し
て
、
20
・
１
倍
の

経
済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
事
業
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

向
能
代
・
落
合
方
面
へ
の
巡
回
バ
ス

○

路
線
バ
ス
利
用
者
へ
の
補
助

安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の
確
立

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
継
続
を

菊地　時子
（日本共産党）

■質
会
派
視
察
先
の
宇
和
島
市
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
や

「
移
住
体
験
住
宅
」
制
度
を
実
施
し
、
４
年
間
で
70
人
移
住

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
市
の
定
住
化
策
の
現
状
と
方
向
性
、

県
事
業
と
の
整
合
性
は
。

■答
本
市
で
は
若
者
の
地
元
定
住
促
進
策
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
外
か
ら
呼
び
込
む
定
住
促
進
策
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
県
の
取
り
組
み
と
連
携
し
た

空
き
農
地
等
情
報
登
録
制
度
の
発
信
や
県
の
創
業
支
援
等
を

後
押
し
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
県
が
実
施

す
る
事
業
に
相
乗
効
果
が
出
る
よ
う
な
政
策
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

■質
昨
年
度
の
出
生
数
３
５
７
人
。
長
期
減
少
傾
向
の
中「
１

人
で
も
人
口
を
ふ
や
す
」
政
策
の
根
幹
を
な
す
事
業
が
、
多

岐
に
わ
た
る
少
子
化
対
策
事
業
で
あ
る
。
市
の
少
子
化
対
策

の
成
果
と
事
業
の
方
向
性
は
。

■答
少
子
化
対
策
と
し
て
の
婚
活
事
業
で
は
、
現
在
、
あ
き

た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
「
出

会
い
応
援
隊
」
が
７
団
体
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の

出
会
い
支
援
活
動
を
推
進
す
る
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
１
名
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
同
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
周
知
及

び
活
用
を
働
き
か
け
る
な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

地
震
と
津
波
、
市
の
新
た
な
対
策
は

○

市
民
へ
の
防
災
啓
蒙
活
動
の
必
要
性

○

人
口
対
策
、
民
間
事
業
へ
の
支
援
体
制

定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

少
子
化
対
策
、今
後
の
事
業
の
方
向
性

菅原　隆文
（よねしろ会）
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